
大
正
四
年
六
q
]Ⅰ
4･
7tZrP
])肩

書
申
せ
g
可

一席
月

一
同

一
E
rtg
行
)

(糞

持

載
)

帯 締 常畢 丸 圃骨 苧 郵 醍

訳 三 帯 革 - 十 r== 茅

才子 硬 El 一一一 月 プL a;F 王iL弄t]LF召

払
醐

叢

法
人
配
雷
源
泉
課
税
の
長
短
･

凍
国
文
化
社
骨
学

･

貸
幣
の
中
心
機
能

･

･
法

畢

博

士

神

戸

正

雄

-

文

革

博

士

米

田
庄

太

郎

･

文

革

博

士

高

田

保

属

説

♯陀R'PI,.1

粗
野
布
施
笥
防
刀
釈
意

,

･

法

祭

士

一
~...~
一~
1
ノ
ー
･ー
T

克
都

市

詣
兼

の
小
繋

相

場

に

就

て

･
･

稗

都

畢

ii

国
家
経
費
の
輯
嫁
に
就
い
て
･

･

短

所
畢

士

経

路

近
世
の
人
口
に
つ
い
て

･

･

絹
摘
発
博
士

支
那
に
於
け
る
水
利
拝
所

･

･

柏

摘

草

士

ソ
ウ

ユ
ー
ー
露
西
茄
の
郡
市
財
政

･
･

経

済

畢

士

二一■_=
1▲J
一

招
旺

荘

j

ヽ
)_tJ
ltrT
ヒ.i

タ
T
L

dに
づ苦

小
山

田

小
七

地券について-･
郎阿法師

新著外囲経済雑誌主要論題

経

滞

畢

士

本
庄

発

治

郎

太

上

末

席

大

谷

政

敬

黒

羽

兵

治

郎



難

曲

近
世
の
人
口
に
つ
い
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発
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近
世
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人
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に
つ
い
て本

庄
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治

郎

l

徳
川
時
代
の
人
口
に
つ
い
て
は
軌
に
巌

"
之
な
論
じ
た
が
､

嘩

一三
の
地
方
的
事
例
に
つ
い
て
~
そ
れ
を
禰
記
し
た
い
と
思

ふ
｡徳

川
時
代
後
半
の
人
口
が

7
殻
に
静
止
停
滞
の
状
態
を
皇
し

た
こ
と
は
'
既
に

7
般
に
認
め
ら
る
る
慮
で
あ
る
が
t

i
囲
i

地
方
の
人
口
に
つ
い
て
は
'
そ
の
事
情
必
や
し
も
同
株
に
あ
ら

ず
'
人
口
の
埠
加
を
見
た
る
地
方
も
あ
り
減
少
せ
る
魔
も
あ
っ

た
O

そ
の

一
例
は
既
に
述
べ
た
虞
で
あ
る
が
､侍
鳥
羽
氏
の
｢
江

nTT

戸
時
代
に
於
け
る
農
村
人
口
の
槍
減
の

l
二
例
｣
に
示
さ
れ
た

ち
虚
に
よ
れ
ば
'
岡
山
腰
和
束
郡
寒
河
村
に
於
て
は
六
八
年
間

に
二
八
九
人
の
骨
加
で

7
年
卒
均
四
･二
五
の
槍
加
で
あ
り
､南

開
僻
宗
像
郡
池
田
村
の
例
に
於
て
は
七
二
尋

問
に
六
四
人
の
聴

第
三
十
l
巷

四
三
八

第
三
鋸

≡
'10

加
､

1
年
平
均
〇
･八
七
の

滑
加
で
あ
っ
て
'両
者
と
も
比
較
的

良

好
な
る
自
然
的
状
態
の
下
に
在
り
な
が
ら
人
口
の
埠
加
率
は

極
め
て
少
な
か
つ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
｡
地
方
的
人
口
の
長

期
に
亘
れ
る
詳
細
な
る
記
錦
は
割
合
に
少
い
や
-
で
あ
る
が
'

｢
養
老
郡
志
｣
(岐
阜
願
)
に
は
各
町
村
の
人
口
が
掲
載
さ
れ
て
な

り
､
殊
に
そ
の
二
三
の
も
の
は
長
期
に
亘
っ
て
詳
細
な
る
計
数

が
摘
け
ち
れ
て
ゐ
あ
｡
そ
れ
等
の
赦
浮
に
つ
い
て
人
口
の
噛
減

其
他
を
見
る
に
次
の
如
-
で
あ
る
U

上
多
度
村
大
字
三
郷
字
有
尾
(杵
高
七
四
三
石
像
-
元
繰
四
年
G5

年
鮮

戸
数

元
錬
四

二
六

等
保
r

1,.ぺ

天
明
四

111二

七人

寛
政
元三三四五六

三三三≡≡≡≡吉

男

女

計

六
七

七
七

一昌

九九

八人

1八七

三

八二

一塁

八六

究

一歪

充

実

一恵

七
l
吉

1望

六七

七四

l四1

4
0
七Ir

l宍

七
一
犬

.I究

三

七七

一天

六
(
7.,(,
.lTLLl

年
境

戸
数

八g一01.I三
幸
利元
二

丈

他
元ニLTI

11111)

男女計宅(1苗八六九八tl空

六Jb七一t≠一七三七I
tj七
デく六二二⊂コ.->L<三邑-⊂⊃ノーヽ
-ヒ･七三-1三･一t3-･B-t=′ヽ′ヽ1≦二二三三二二四=三･.九三三･･･.･.･･一八

!三･FZ≡lFq四tZg五五五四
ノヽ五二五プレ二四-六

り 拙者､日本祉骨層滞史､497京
2) 鮮史地理五三巷三戟
3) 養老郡志､933-935京



⊂⊃ 七弓

文
政
元三

五七九

天
保
元･L;+.

認三 .･.･･一一 九 ･･t=

- - 11- ....._-___ 1- ⊂〕 - 1=⊃ JLJ ウ ⊂ ⊃ = LLjl 四

一七 一lゴ It ノ■し ｣ヒ: -･ヒ ,I::-七=.･t三 七 一ヒ 一七王 フ1号 一･ヒ: -ヒ
四 ⊂⊃ ブ七 ⊂) 仁山 - ･七= -1= l当 1- 三三･ 四 九 三こ 且』

六 IJtT 7Ls ･･七; -七: 六 ･七=一七= 七 六 フ■く 六 一七i一七=ぺ二
五 Fヨ ーt= -t >-1; 九 一一ま亡 l三』 六 六7...- ⊂⊃ ･.･一一 ⊂⊃
三三･ 三三 四 五 三止 11 1こd l甥 ヨ王. V_,･J 三三三 EZE 四 四 四
九 EILi 三二 ･･七こ く=) ⊂⊃ ノ1.二二 ノし -t=九 ⊂⊃PFtJ 六 四

弘
他
元三

革

水
売三五

安
政
元三五

耗
延
元

文
久
元日■

元
始
元

産
膝
元三

明
持
元

/T､ ンL< 7て LLld L王±r /J< 一七:一一ヒ =J= lこ弓 ･･･.･･- - ･.･.･.- - ロ

ノヽセ ノーし 一七ニ ーL:七 Ilニーヒ 一七= 七 ･･t= -i ･-E= 六 六｢一八 五 ヨi ニ･五･Jt一六-三二一 二 一一 Jl ′し
一･ヒ 一七: 六 六 > [.; 五 :土: 六 五 六 TE< 六 五 フ■く 六
九 ⊂⊃ 九 四 ⊂:〕 九E3J ⊂⊃/し九 三 五 JLJ 五 ゴミ

｢ = こ -∵ :-_I_==二 二三二 T ~= =■=■=■■_'=p- Pr :~~■■■■=■■■■=
六 Eq ヨ≡こ =_ .-i:1,=. t∃r 三 二1-_ 粗 三 三三･ 三と 三 三

五
十
人
前
後
で
あ
り
､
戸
数
も
大
な
る
堅
化
な
-
､
安
政
比
後

や
中
骨
加
し
て
ゐ
右
｡

同
村
大
字
三
郷
宇
田
(柑
高
九
九
七
石
段
1
元
榛
七
%
Y)

右
に
よ
れ
ば
流
線
四
年
二

六
九

2
年
)
よ
り
明
治
元
年

二

八
六
八
年
)
に
至
る

一
七
八
年
間
に
十
六
人
の
埠
加
で
あ
る
が
I

元
藤
四
年
よ
り
享
保
六
年
迄
の
人
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半
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牛
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世
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得
る
も
の
で
あ
ら
-
0
天
明
以

後
の
人
口
は
天
明
七
年
に
や
や
多
数
を
示
せ
る
外
､
大
境
百
四

雑

録

近
世
の
人
口
に
つ
い
て

年
波

点
宰
二

四

元
締
六七

芸

賓
永

二五
七

正
徳
四

享
保
六二二

一
七

元
文
元 二三

四

寛
保
元 三

戸
聖 至 言 雪 空 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ≡ 云 二 = 欺

孟 貢 ≡ 裏 芸 至 芸 昌 空 言 岩 >iG 完 全 皇 雪 空 男

女君天

皇

醍二二 - 一一 二 二 三 二 二二 ⊂⊃ ･一一 ･･･一 - ⊂コ 〔=)
六 ノヽ P二日 >̀て It= 三 巨∃ 九 ′ヽ ⊂二⊃ ⊂::⊃ ノヽ - f ;; I-

計〓九
面

亮

一宍
喜

一

tn

ヒ

L
hr
-
]

三
山
ハ

二
言

1-tIC
I

三
四

蓋

O

l､
†

▼

l
三
宝

宗

四

三

五
二萱草等

二
男

孟

叫
芸
ハ
t

年

来
延
革
二

四

寛
聾

R

三

野

昏
]P

.仁1

.日.‖u
'･LJ

岩七九

三

明
和
元

六八

安
奉

一

五

七

天
明
元

四

､

七

声
望 書 き 空 重 重 責 茜 雲 豊 霊 宝 霊 宝 空 き 萱 宣 教

- .･.･.･.一一･････■ ll.一- - ■■- - ■- -- - ■ 一一一■･一- -■● -.･.･.･.･~-●･･-
完 高 三 岩 毒 見 岩 完 看 三三 茜 豪 産 壷 妄 言 望 男
- 1- -HL = - : LJ- - : - 11'L.L----= -
芸 岩 岳 重言 云 ≡ 云 三 3: 云 完 完 ■蒜 至 芸 岩 三 女
- _-▲ 一一一一▲ ■_一 ･･.･.一-- - - ,･.･.･･一 _- _一･血_..- __一 .･.･...▲ .･..- -
三 E3 聖 空 王 宗 三 雲 聖 書 書 聖 完 芸 票 望 吉 富 計

4) 同上 ､936-938真

第

三
十

l
審

四
三
九



寛
政
元七

岩

事
和
元

文
化
元三七ノ

衰
｢

文
政
元

四

〓
天
保
元

吾 至 芸 空 き 吾 聖 書 空 吉 見 実 見 雑
鎮

近
世

の
人
口
に
つ
い
て

二一二 三 三 = __.二 一 二 一 ⊂⊃ 九 九
六 .九 Ltg LZEl 二六 /ヽ , - ∃五 三 /し ぎ< 一七 ⊂⊃

- ･- --■一･一一 一･一l･ ■一一･4 - ■-1--...一一ll.･･- - -
･･一 三 =--_≡≡. 二二. ._, .･--一- - ⊂⊃ ⊂=1 ⊂⊃
プく ^ 五 - I ･･ I_.. ヨi I-く二二.一 六 六 四
-.･･▲ ･.･.･･一 ･･･一- IJ- -

真 玉 克 重 要 嘉三雲 葦 蓋 墓 室 重 吉

五九

三

弘
化

元
四

富
永
元
六

It.I.～

l一

パ
ーノi唯
二

慶 元 文 選
礁 持 久 廻-_- ■･.■ __lL
71:7亡フt;刀.

明
治
元

見

三五

二
七

宍

ニ
TIO

二
九

盟

三
七

〓
八

空

l三

〓
七

晃

一云

一三

W

l,

1.葺

1至

芸

盲

人

一
天

lJ
7
r

ttt1日
]
t]コ
J

ヨk

"rrTi
叫
1.1]1

L
lJ

l'_]
]
blL.i

葺
′

L
E
Li
L

･〓ILt二

重

一四
日

二
七

苦

言

)

1芸

六

二

一発

〓
八

六
四

1望

1二
六

六 7Ls 八 七 :=>:七 会 茜 雲 克 望 究 竺ノヽ 四 五 -

弟
三
十

1
巷

四
四

0

第
三
歳

-
三
二

ら

,
フ
O

矧
i

同

相

大

字

三

郷

字

揖

屋

(
柑
高

五

二

石
鹸

-
進
塁

ハ
年
)

年
枕
元
篠

七
t
.A

岳

tiJRH･
二

つノ
Rワニ
,)

寛

政

此
場
合
に
は
兵
事
二
年
(
〓
ハ
八
五
年
)よ
り
明
指
元
年

二

八
六
八
年
)
ま
で
百
八
十
四
年
間
に
百
四
十
九
人
の
せ
加
で
あ

る
｡
然
し
享
保
六
年
以
後
の
数
字
に
故
す
れ
ば
百
四
十
八
年
間

に
十
八
人
の
埠
加
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
､
埠
減
常
な
き
に

反
し
､
貞
享
二
年
よ
り
正
徳
四
年
ま
で
二
十
九
年
間
に
百
十
五

人
の
槍
加
で
あ
り
､
両
も
そ
れ
は
噂
加

一
方
の
状
勢
に
在
る
｡

即
ち
こ
の
場
合
に
於
て
も
徳
川
時
代
前
半
に
於
て
人
口
噂
加
の

著
し
-
後
年
に
於
て
静
止
の
状
態
と
な
り
し
こ
と
は
明
か
で
あ
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右
は
元
赫
七
年
二

六
九
四
年
)
よ
り
文
久
三
年

二
八
六
三

年
)
に
至
る
ま
で
百
七
十
年
間
に
三
十
七
人
の
減
少
を
示
し
て

ゐ
る
｡此
場
合
に
も
元
疎
年
間
の
人
口
は
骨
加
の

一
方
で
あ
る
｡

天
明
以
後
は
増
減
常
な
き
如
-
で
あ
り
､
天
明
八
年
に
は
元
藤

以
上
の
二
九
四
人
を
算
L
t
之
と
寛
政
十
年
と
を
此
す
れ
ば
百

人
の
減
少
で
あ
る
o
其
後
人
口
槍
加
し
文
政
年
間
に
は
元
赫
年

同上､94t-2二琵5)



間
の
人
口
数
と
同
株
と
な
り
､
天
保
以
後
大
腰
減
少
の
傾
を
示

し
て
居
る
C
戸
数
の
関
係
か
ら
見
れ
ば
元
赫
時
代
は
三
十
二
三

戸
で
二
百
八
九
十
人
の
人
口
を
有
せ
し
も
の
が
'
其
後
は
戸
数

は
倍
加
し
て
'
人
口
は
元
線
時
代
と
略
同
様
若
-
は
そ
れ
よ
り

も
著
し
-
減
少
せ
る
結
果
と
な
っ
て
居
る
｡
要
す
る
に
こ
の
場

合
は
前
二
例
に
比
し
て
甚
だ
不
規
則
で
あ
る
｡

次
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島
根
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飯
石
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の
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知
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れ
る
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